
会 議 記 録 
会議名称 第６回忠類地域住民会議 

開催日時 平成 27年３月 24日（火）13:30～15:33 

開催場所 忠類総合支所２階小会議室 

出 席 者 委員長、委員 14名中出席者８名、事務局６名、説明員１名 

次  第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

(1) 道道幕別大樹線に係る除雪体制について(報告) 

(2) 忠類地域魅力発信事業について 

４ 閉会 

会議概要 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議題 

(1) 道道幕別大樹線に係る除雪体制について(報告)  

原則として夜間除雪は行わない。気象状況や降雪量によっては除雪に入る

場合があるが、24時間除雪体制にはならないと説明があった。 

(2) 忠類地域魅力発信事業について 

・看板を設置して忠類ＩＣに降りるような誘導策が必要ではないか。シー

ニックカフェが目に映るので、うまく使えば誘引の大きな武器になる。 

・国道 236 号の牧場入り口にあるシーニックカフェの小さな看板を大きな

看板にして大々的にアピールしたほうがいい。 

・高規格道路を帯広市から帰ってくると見晴らしが良いので、入り口に花

を植えてはどうか。そうなると駐車場の問題が出てくるかもしれない。 

・忠類は休憩場所として適している。道の駅に運転手が一休みできるよう

な軽食、喫茶が出来ればＰＲし、更にシーニックに繋げていければ良い。 

・シーニックカフェは忠類ＩＣに近いから、何でもいいので遠くからでも

目立つようなことをして奥にまず誘い込み、発信所としてはどうか。 

・タイヤの音でメロディーがなるグルービングはいいアイディアだが、北

海道では長持ちしない。 

・高規格道路の坂道を下ってくる時の景観の名前を募集してはどうか。 

・丸山の展望台はかなり年数が経っているので、すぐ修復して欲しい。 

・イベントは観光客に広めていけるよう住民が積極的に参加できれば良い。 

・家族連れが増えると思うので、子どもたちが遊べるスペースが必要。 

・道の駅とシーニックの連携が必要。忠類がリーダーシップをとって南十

勝をより良く出来れば良い。 

・シーニック運営のボランティアの負担が大きい。体制を見直すべき。 

・シーニックカフェはいずれお金をいただいて運営できるようにしたい。 

・空撮するヘリを持っていたら飛ばしたいと思うので、場所の提供などし

てはどうか。最初は町で買って飛ばして動画で載せても面白い。 

・道の駅に店を出し、土、日だけではなく平日でも販売をした方が良い。 

・それぞれの道の駅で貸自転車を持ち、どこで乗り捨てても良いなど連携

できれば良い。 

４ 閉会 

 


